












セル フの各側面の重要性 と評価 を統合 した
セル フ ・エステ イームにつ いて
酒 井 佐枝子
【要 旨】
従来のセルフ ・エステ ィーム(SE:自尊心 ・自尊感情 ・自己評価)の 研究においては、セルフを全体と
して肯定的に評価 しているか どうかが問題 とされた。 しかし近年のセルフ研究においてセルフは多 くの
側面から構成 された動的なものとしてとらえられるようになって きた。そこで本論では各側面における
SEを調べ、それらを統合 した ものとしてのSEを測定することの意義を提唱 したい。




しているかとい うことがその人のSE全体に大 きな影響を与えていると考えられる。従 って各側面からSE
を調べる場合にはその人がその側面をどれほど重要視 しているかを調べ る必要がある。以上 をまとめる



























ムとは様々な領域 についての自己知識が全体 として集合体を形成 したときの 「かたまり(con一
乎om㎝1巨σn)(Oos窃wege1&QPPenheimer,1993,P38)」である。従って種々の自己概念はセルフシステ
ムの下位概念としてとらえられ、セルフシステム内の各領域と関連していることになる。










従って 「1」を理解する上で機能 しているのは 「me」であり、その意味で 「1」は 「me」を通 して
しか とらえることができないものである。同様のことがこのセルフシステムの理論においても留
意 されている。自己についてのす!ミそゐ知識は、客我である 「me」の一部であ り、主我である
「1」はその場その場 において体験 している内容や前後の文脈からは切 り離すことができないもの
である。「1」は考える人 としての動作主であ り、自己概念 を組織化 し、構造 化する主体である。
このような 「1」の領域の特徴である動的な自己の姿を正確に反映する必要性により、近年にお
ける自己を多次元で動的な統合的モデルとしてとらえようとす る動きが高まってきたといえる。
しか し実験的研究 においてはこのような 「1」の動的な構造 をとらえようという試みは不可能で




記述的カテゴリーは 「一般的記述」 と 「状況特殊的記述」に分類することができる。「一般的記


































他者の態度が影響する。これは後で 「他者意識」という形でも取 り上げる。第2の特徴 としては、
個人の側の要因があげられる。認知発達にともなって、自己記述の文脈における他者についての
話題 も変化 していき、またその内容 自体 も細分化されてい くといった変化が見 られる。第3に状
況の特徴があげられる。つまり個人が他者の影響 をうけるときに、個人や他者の置かれている状
況によって記述 される自己概念の様相 も変化して くる。このように社会的文脈 と関係する重要な
他者や状況の影響は、特定の個人に特定の役割を果たし、その個人の自己概念に累積されていく。
他者の重要性をとらえている概念 として 「まなざし」 と 「他者意識」をあげることができるが、
これらについては2節で取 り上げることとする。
今まで自己概念に及ぼす社会的影響をみたが、自己概念は決 して受け身的な概念であるだけで
は ない 。 そ の能 動 的働 きに つい て 「積極 的 な人(theactiveperson)(Oosterwege1&

























形成 されるのではなく、周囲の人々の特性 と比較 した り、また理想像とする事などを通して認知






















に対する関心 も含む(辻 、1993)。このような私的側面に対 して向けられる他者意識には誤認な
どの可能性 も含まれているが、それでも正確 な認知が追求されていることには変わ りはない。他
者意識を構成する下位概念 としては 「内的他者意識」、「外的他者意識」、「空想的他者意識」の3








の各側面は形成 されてい く。従ってセルフを認知することは、ある意味ではすでに評価が含 まれ
た認知が行われていると考えることがで きる。この ような評価的認知が行われる理由 としては、












明すべ き(遠藤 ら、1992、p69-p70)」であ り 「自分なりの基準」をもとにした研究が必要である。
本論ではその基準となる物差しの一つとして他者の存在をとらえてお り、全体的なセルフに及ぼ
す影響の一つとしてまとめてみた。






































































い く(福井、1984)ことか らわかるように、人は誕生 した時から、他者を必要とし、他者との関
係性の中で成長していく。自分の姿を認知し、セルフについての意識を明確にしていく段階にお
いて、他者の果たす役割については 「まなざし」 と 「他者意識」 の観点か らすでに見て きた。
「個人的なものと考えられる自己意識は、同時にその個人が置かれた社会的位置や状況によって、
基本的に規定されている」(梶田、1988、171頁)のである。したがって、セルフの評価的認知に









の多次元性すべてを取 り入れた尺度を作成することは非常 に難 しい。ここではセルフとSEの研究
において、特に重要 と思われる要因に注目し、その要因からSEをとらえていくことの必要性 を論
じるに留 まった。筆者はこれらの視点を取 り入れた尺度を作成 したが注)、今後はさらにその内容
を吟味し、SEをより包括的にとらえて検討 していく必要があると思われる。
注)酒 井佐枝子1996「自己の重視 している側面の優劣評価と自尊感情 との関連」『日本教育心理
学会第38回総会発表論文集』、p486においてこれらの視 点を取 り入れた尺度を作成 している。
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Self-EsteemConsidpredfromtheImportanceandtheEvaluative
PerceptionofEachAspectoftheSelf
SaekoSAKAI
Selやesteemhassofarbeenstudiedf}om止eperspectiveofwhetherapositiveevaluationismade
aboutthetotalattitudeofself.Butdlisapproachtodleselfhasrecentlybeenchang血g.Itconsiders
selfasanintegrativeentityconta㎞ngvariousaspectsanddynamics.Therefbre,inthispaper,血eauthor
wouldlikeIosuggesttheneedtoreconsiderself-esteemf止omthedyn㎜icandmultid孟mentionalview
pointandproposethesignificanceofmeasuringsel仁esteemasanintegrativeone.
However,eachaspectofselfdoesnotbavethes㎜ev訓uefbr㎜血dividuaLSomemayconsidertheh
physicalaspectsimportant,whileotherstheirmentalaspects.Moreover,evenwhenwetalkaboutthe
physicalaspects,somemaythinkabouttheirstylefirst,whenαhersthinktheirphysio藍ogicalabihty
丘rst.Inthesameway,whenwetalkaboutthementalaspects,somemaythinkaboutabouUheirintel-
lectualcapacitiesfhst,whileothersthinkaboutthekpersonalcbaractehsticsfirstWhichaspectiscon-
sideredtobemoreimportantandhowitisevaluatedaffbcttheselfesteemitself.Therefble,whenwe
studyself-esteemf}omeachaspectoftheself,we㎜stconsidertheirrelativeimportance,
Inbrie凪whenwestudytheintegrativeself-esteem,itisvitaltointegratehowimportantlyoneper-
ceiveseachaspectoftheselfandinvestigatehowpositivelyhe/sheevaluatesit.
